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道路空間
環境要素は、それぞれ尺度を設けている。
「接道面数｣では、接道道路の数を表し、０～４の範囲とする。｜
「オー プンスペー ス｣では｢l｣:300㎡以下「2｣:500㎡程度｜
「3｣：1000㎡程度「4｣:2000㎡以上とする。
「遊具数｣では、すべり台や鉄棒が組み合わさった遊具は、それぞ１
れを数えるものとして扱い｢5j以上は『5Jとした。
「接道道路の交通呈｣では、住宅街の交通量の少ない道路を｢ljと’
し、国道レベルの交通量の多い道路を｢3｣としたｌ～３の範囲とすｉ
る。
「ベンチ」・「トイレ｣では、「l｣:有る「0｣:無しとする。
「樹木量｣では、３ｍ以上の樹木で｢１１：10本以下「2｣：10～５０本程Ｉ
度「3｣：５０本以上とする。
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第２１回寒地技術シンポジウム（2005）
どもの空間認識の低さが関連することも考えられる。
いずれにせよ、遊具の撮影枚数が多いことと相関係数
が３番目に高いことを考慮すると、オープンスペース
面積と遊具数は同じぐらい公園の人気に関連している
と思われる。また、国道に接している公園の人気は低
かったが、調査地全体で見ると、室蘭では一般的に道
路の交通量は人気と相関していないことがわかる。
３．４まとめ
無積雪期の寒地中小都市を対象に行なった本調査で
は、気温が低い中で外のあそび場利用を約６割みるこ
とができ、さらに地域の物理的居住環境と子どものあ
そびが関連することを示すことができた。寒地である
ゆえに内あそびが多いということはなく、また一般的
な温暖地と同様に地域ごとの環境とそこでのあそびに
関連があることが分かった。
また、あそび場所の性質が変わると、あそびの種類
も数も異なることが分かった。また公園の環境要素で
は、あそびと環境要素の関連を示すことができた。
積雪期では、子どものあそびは減少すると考えられ
るために今後、積雪期においても無積雪期との比較を
とおして、あそび方などをより詳細に調:査する必要が
あるだろう。
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■補注
1）文１)p68-74,文２)pl71-175で都市化により子どもの生活環境．
あそび空間がおろそかにされてきたとして取り上げている。
2）文３)など子どもの生活に密譜している「あそび」という具体的な
行為から問題を解いていく研究の割合は多い。
3）文４)p64で空間だけあってもあそぶことができないと示されてい
る。
4）文５)で用いられている、調査手法である。
5)写真投影法の補助資料として、マップとタイトル柵を渡し、撮影し
た写真のタイトルと場所を記してもらった。
6）タイトル付けの作業は、６クラス中、５クラスが行なってくれた。
タイトルが無いものは写真からのみ判断している。
7）写真は子どものプライバシー保護のために、トレースしたものを用
いている。
8）文６)ｐ２０４より、遊具スペースは、あそび場の象徴性をもち、今こ
どもたちのあそび場のシンボルになっていると示されている。
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